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研究成果の概要（和文）：本研究を通じ、一見、雑多な印象を受ける干潟再生に関する多様な意見も、その人の事業へ
の賛成・反対に関わらず、以下の中心的な言説に分類可能なことが分かった。それらは「再生行為の意義」、「喪失の
経験と不安」、「公正さの担保」、「未来への展望」、「対立の打破（和解の言説）」である。これら5つの言説要素
は、今後の干潟再生における合意形成の場で注意深く拾い上げ、互いに理解を深めるべき項目となり得る。

研究成果の概要（英文）：Social perceptions towards various tidal flat restoration projects often appear to
 be disorganised and random. However, this piece of research has identified five possible major discourse 
classification groups: the meaning of restoration activities; experience and worries of loss; ideas of the
 future; ensuring fairness; and overcoming conflict (discourse of reconciliation). These discourse element
s could become reference points for future stakeholders to examine and discuss in detail when building con
sensus for possible tidal flat restoration projects.
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１．研究開始当初の背景 

 

沿岸湿地の一つである干潟は、熱帯雨林に

匹敵する生物多様性及び生物生産性を保つ

場所であり、食糧や地下水確保のみでなく、

水質浄化、洪水及び津波からの被害を軽減す

るなど様々な生態系サービスを提供してい

る。近年、干潟の重要性についての理解の高

まりや温暖化対策の一環、又、魚貝類の資源

確保等のために、国内でも英虞湾を始めとし、

干潟や沿岸湿地の再生事業や事業案が出さ

れるようになってきた。 

 

このような中、国内外において干潟再生事

業に関する評価基準や、意思決定の指標の整

理が求められているが、現在は、生物の個体

数や潮の流れの変化など、自然科学的・定量

的なデータに基づく評価がほとんどである。 

 

干潟を含む沿岸湿地再生には、長期的な維

持管理のための投資が必要であり、望まれる

「再生」の姿や、再生事業の意義づけが社会

的に共有されていること、またベネフィット

のみでなく干潟を再生することにより起こ

り得るリスク（水辺が家に近くなる等）や心

理的な不安等（防波堤など現在あるものを壊

す、又は変化への抵抗等）についても十分に

理解・検討される必要がある。 

 

２．研究の目的 

 

本研究は、干潟を含む沿岸湿地の再生案や

再生事業に注目し、「再生」に関して異なる

ステークホルダーが、どのようにそのベネフ

ィットとリスクを理由づけ、コミュニケーシ

ョンを行っているのかについて、インタビュ

ーや収集した資料データの批判的ディスコ

ース分析を行い、将来の干潟再生事業のより

よい意思決定と環境コミュニケーションに

貢献することを目的とした。 

３．研究の方法 

 

ケーススタディーは、日本（諫早湾・英虞

湾）・イギリス・オランダ・マレーシアの干

潟再生事業及び事業案の 5つについて行った。

データ収集方法は、1）様々なステークホル

ダーが受け取っている、またはステークホル

ダーが発信している再生事業についての情

報の収集と内容分析（紙媒体、音声、動画等、

様々なメディア）、及び 2）詳細なインタビュ

ー（In-depth interview、個人・グループ）

を中核に据えた。 

 

４．研究成果 

 

本研究を通じ、一見、雑多な印象を受ける

干潟再生に関する多様な意見も、その人の事

業への賛成・反対に関わらず、以下の中心的

な言説に分類可能なことが分かった。それら

は「再生行為の意義」、「喪失の経験と不安」

（現存状況の喪失・過去の喪失からの脱却）、

「未来への展望」（肯定的・否定的）、「公正

さの担保」（公正さの喪失・公正さの獲得・

改め）、「対立の打破」（和解の言説）である。

これら 5つの言説要素は、今後の干潟再生に

おける合意形成の場で注意深く拾い上げ、互

いに理解を深めるべき項目となり得る。 

 

 又、「再生行為の意義」の認識については

一つの意見の中に重層性が見られ、それらに

は「その場所の価値」に関する認識、「再生

行為自体」への認識、「長期計画の立案」へ

の認識、「変化の享受」への認識等の要素が

影響していることが分かった。 

 

現在、査読中の論文も含め、今後も本研究

のデータを広く分かち合っていくと同時に、

より発展・深化させた形の研究活動を展開し

ていくことにより、将来の干潟再生・自然再

生事業の意思決定と環境コミュニケーショ



ンに貢献していきたい。 
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